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近
年
、
社
会
生
活
の
複
雑
化
な
ど

で
「
心
の
健
康
」
を
損
な
い
「
心
の

病
」
に
か
か
る
人
が
増
え
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
精
神
医
療
の
進
歩
に
伴
い
、

入
院
治
療
は
短
期
間
で
済
み
、
適
切

な
援
助
で
通
院
治
療
を
受
け
な
が
ら

社
会
生
活
が
送
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い

ま
す
。

昨
年
六
月
の
、
大
阪
池
田
小
事
件

以
来
、
精
神
障
害
者
お
よ
び
家
族
の

人
た
ち
は
い
わ
れ
の
な
い
苦
し
み
を

負
わ
さ
れ
、
犯
罪
の
恐
れ
な
ど
な
い

精
神
障
害
者
が
外
出
を
阻
ま
れ
た
り
、

孤
独
感
か
ら
病
状
を
悪
化
さ
せ
て
し

ま
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。
こ
ん
な
と

き
、
家
族
会
や
作
業
所
の
仲
間
同
士

で
集
ま
り
、
気
持
ち
を
話
す
こ
と
が

で
き
る
場
に
つ
な
が
っ
て
い
る
人

は
、
気
持
ち
が
整
理
で
き
て
心
が
少

し
落
ち
着
く
よ
う
で
す
。

�
家
族
会

前
橋
精
神
障
害
者
家
族
会
（
あ
ざ

み
会
）
は
前
橋
地
区
の
精
神
障
害
者

を
抱
え
る
家
族
の
会
で
、
約
五
十
人

の
会
員
が
い
ま
す
。

月
一
回
の
定
例
研
修
会
を
開
催
し
、

精
神
障
害
に
関
す
る
正
し
い
知
識
や

患
者
本
人
へ
の
接
し
方
を
学
ん
だ
り
、

お
互
い
の
悩
み
を
話
し
合
っ
た
り
し

て
い
ま
す
。

ま
た
、
会
員
で
力
を
合
わ
せ
て
精

神
障
害
者
共
同
作
業
所
（
あ
ざ
み
作

業
所
）
の
運
営
や
関
係
機
関
へ
の
働

き
掛
け
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

家
族
に
病
気
の
人
が
い
る
と
、
と

か
く
家
族
は
家
庭
に
こ
も
り
孤
立
し

が
ち
で
す
。
同
じ
仲
間
と
交
流
を
持

ち
、
正
し
い
知
識
を
得
る
こ
と
で
家

族
自
身
の
気
持
ち
も
変
わ
り
、
本
人

に
も
良
い
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。
一

人
で
悩
ま
ず
に
ぜ
ひ
、
家
族
会
に
参

加
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

○
…
問
い
合
わ
せ
は
前
橋
保
健
福
祉

事
務
所
�
２
３
１
―
７
７
２
１
へ
。

�
た
び
だ
ち
１
号
・
２
号
（
上
毛
病

院
精
神
障
害
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
）

地
域
で
共
同
生
活
を
営
む
こ
と
に

支
障
の
な
い
精
神
障
害
者
が
、
世
話

人
か
ら
食
事
・
服
薬
・
金
銭
管
理
な

ど
の
助
言
や
日
常
生
活
に
必
要
な
援

助
を
受
け
る
こ
と
で
、
働
き
な
が
ら

共
同
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
施

設
で
す
。

入
居
は
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
に
直

接
相
談
、
申
し
込
み
ま
す
。
主
治
医

の
意
見
書
が
必
要
に
な
り
ま
す
の
で
、

入
居
希
望
者
は
主
治
医
と
相
談
し
て
、

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

○
…
問
い
合
わ
せ
は
中
沢
会
上
毛
病

院
�
２
６
６
―
１
４
８
２
へ
。

�
社
会
復
帰
施
設
・
相
談

こ
の
ほ
か
、
市
外
に
は
精
神
障
害

者
社
会
復
帰
施
設
の
、
援
護
寮
や
通

所
授
産
施
設
・
地
域
支
援
セ
ン
タ
ー

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

障
害
者
が
、
地
域
か
ら
孤
立
す
る

こ
と
な
く
、
仲
間
を
広
げ
な
が
ら
活

動
の
基
盤
づ
く
り
を
し
て
い
く
た
め

に
は
、
多
く
の
人
の
手
帳
取
得
と
市

民
の
障
害
者
福
祉
へ
の
理
解
を
深
め

る
こ
と
が
第
一
歩
で
す
。

市
で
も
、
相
談
機
関
と
し
て
窓
口

を
開
設
し
、
精
神
科
医
の
予
約
相
談

も
行
い
ま
す
の
で
、「
心
の
病
」
に
関

す
る
悩
み
や
相
談
が
あ
り
ま
し
た
ら

障
害
福
祉
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

予
約
相
談
は
、
本
紙
毎
月
１
日
号
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

○
…
問
い
合
わ
せ
は
障
害
福
祉
課
�

８
９
０
―
６
１
７
２
へ
。

平
成
十
四
年
度
共
同
募
金
配
分
申

請
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

期
間
＝
４
月
30
日
�
ま
で
　
対
象
事

業
＝
�
社
会
福
祉
施
設
の
備
品
購
入

（
介
護
保
険
事
業
に
係
る
も
の
を
除

く
）、修
繕
工
事
な
ど
�
学
童
保
育
所
、

小
規
模
福
祉
作
業
所
、
グ
ル
ー
プ
ホ

ー
ム
（
指
定
住
居
サ
ー
ビ
ス
事
業
実

施
施
設
を
除
く
）
は
対
象
者
の
処
遇

改
善
の
備
品
整
備
事
業
�
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
が
実
施
す
る
福

祉
ま
た
は
福
祉
に
関
連
す
る
保
健
・

医
療
・
教
育
な
ど
の
分
野
の
活
動
に

必
要
な
機
材
の
購
入
、
対
象
者
に
対

す
る
直
接
的
な
サ
ー
ビ
ス
支
援
事
業

な
ど
�
子
ど
も
支
援
事
業
（
子
ど
も

を
対
象
に
し
た
講
演
会
、
点
字
教
室
、

体
験
用
車
い
す
・
簡
易
点
字
器
・
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
学
習
用
ビ
デ
オ
機
材
な

ど
の
機
器
整
備
）。
た
だ
し
、
運
営
管

理
の
事
務
費
・
事
務
用
備
品
の
整
備

は
対
象
と
し
な
い
　
配
分
率
＝
総
事

業
費
の
七
五
％
以
内
（
�
�
の
申
請

は
全
額
配
分
が
可
能
）

限
度
額
＝

�
�
は
二
百
万
円
（
特
に
必
要
と
認

め
ら
れ
る
も
の
は
五
百
万
円
）
�
�

は
五
十
万
円
　
申
し
込
み
＝
所
定
の

申
請
用
紙
に
記
入
し
、
見
積
書
・
定

款
・
予
算
書
な
ど
を
添
え
て
共
同
募

金
会
前
橋
支
会
（
市
役
所
２
階
生
活

課
内
）
へ
直
接
　
問
い
合
わ
せ
＝
同

会
�
８
９
０
―
６
２
３
７

四
月
か
ら
、
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
・
通
院
医
療
費

公
費
負
担
の
申
請
受
付
・
交
付
相
談
と
、
社
会
復
帰
施
設
の

利
用
の
相
談
窓
口
が
、
保
健
福
祉
事
務
所
か
ら
市
役
所
障
害

福
祉
課
へ
移
り
ま
し
た
。
身
体
・
知
的
・
精
神
の
各
障
害
福

祉
の
窓
口
が
一
本
化
さ
れ
た
こ
と
で
、
施
設
の
相
互
利
用
を

推
進
し
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。
そ
れ
に
伴
い
、
今
回
は
精
神
障
害
者
の
社
会
復

帰
を
支
援
す
る
機
関
や
施
設
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

精神障害福祉業務窓口が変更

「「「「ササササーーーービビビビススススのののの充充充充実実実実」」」」をををを
目目目目指指指指ししししてててて

赤
い
羽
根
募
金

配
分
申
請
受
け
付
け

共同作業で社会復帰を支援

食事を取りながら歓談


